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研究成果概要 
KAGRA では計算機を用いて干渉計を制御するため、制御のための信号がそのまま重

力波のデータ信号となる。このようなシステムを構築するためのテストの一環として、

CLIO において、シンプルではあるが同様なデジタル制御システムを使い、干渉計の一部

自由度を計算機により直接制御し、同時にそこから得られたフレームデータを取得する

ような、一連のデータパイプラインを構築した。更に、これらシステムを利用して一週

間程度の試験観測（下記グラフ参照）を行い、取得したデータをもとに重力波信号へと

キャリブレーションをして常時モニタするようなシステムを構築した。 
         試験観測データ：縦軸は NS-NS 合体の距離を表す 

           

これら基礎技術は KAGRA でのより高度な観測体制へとつながる第一歩となり、これ以

降も CLIO でのシステムの充実させることで、KAGRA での重力波の直接観測を目指す。 
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